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土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
新
旧
対
照
条
文

○

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
三
年
政
令
第
八
十
四
号
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

現

行

（
重
大
な
土
砂
災
害
の
急
迫
し
た
危
険
が
予
想
さ
れ
る
状
況
）

（
新
設
）

第
八
条

法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
状
況
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定

め
る
状
況
と
す
る
。

一

土
石
流

次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
状
況

イ

次
の

及
び

に
該
当
す
る
状
況

(1)

(2)

河
道
閉
塞
に
よ
る
湛
水
の
発
生
に
よ
っ
て
た
ま
る
水
の
量
が
増
加
す

た
ん

(1)
る
と
予
想
さ
れ
、
か
つ
、
そ
の
増
加
に
よ
り
越
流
が
開
始
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
地
点
（

及
び
第
三
号
に
お
い
て
「
越
流
開
始
地
点
」
と

(2)

い
う
。
）
に
お
い
て
堆
積
し
た
土
石
等
の
高
さ
が
お
お
む
ね
二
十
メ
ー

ト
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
。

河
道
閉
塞
に
よ
る
湛
水
が
発
生
し
た
河
川
の
う
ち
越
流
開
始
地
点
よ

(2)
り
下
流
の
部
分
に
隣
接
す
る
土
地
の
区
域
（
土
石
流
が
発
生
し
た
場
合

に
お
い
て
、
地
形
の
状
況
に
よ
り
明
ら
か
に
土
石
流
が
到
達
し
な
い
と

認
め
ら
れ
る
土
地
の
区
域
を
除
く
。
）
に
存
す
る
居
室
を
有
す
る
建
築

物
の
数
が
お
お
む
ね
十
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ロ

次
の

及
び

に
該
当
す
る
状
況

(1)

(2)

噴
火
に
よ
り
、
降
灰
、
火
砕
流
と
し
て
流
下
し
た
火
山
灰
そ
の
他
こ

(1)
れ
ら
に
類
す
る
も
の
が
、
山
間
部
に
お
け
る
河
川
の
う
ち
そ
の
勾
配
が

十
度
以
上
で
あ
る
部
分
の
最
も
下
流
の
地
点
よ
り
上
流
の
部
分
の
流
域
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の
お
お
む
ね
五
割
以
上
の
面
積
を
占
め
る
区
域
の
土
地
に
お
い
て
、
一

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
高
さ
で
堆
積
し
て
い
る
と
推
計
さ
れ
る
こ
と

。
山
間
部
に
お
け
る
河
川
の
う
ち
そ
の
勾
配
が
十
度
以
上
で
あ
る
部
分

(2)
の
最
も
下
流
の
地
点
よ
り
下
流
の
部
分
に
隣
接
す
る
土
地
の
区
域
（
土

石
流
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
地
形
の
状
況
に
よ
り
明
ら
か
に
土

石
流
が
到
達
し
な
い
と
認
め
ら
れ
る
土
地
の
区
域
を
除
く
。
）
に
存
す

る
居
室
を
有
す
る
建
築
物
の
数
が
お
お
む
ね
十
以
上
で
あ
る
こ
と
。

二

地
滑
り

地
滑
り
に
よ
り
、
地
割
れ
若
し
く
は
建
築
物
の
外
壁
の
亀
裂
が

生
じ
、
又
は
そ
れ
ら
の
幅
が
広
が
り
つ
つ
あ
り
、
か
つ
、
当
該
地
滑
り
に
係

る
第
二
条
第
三
号
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
区
域
に
存
す
る
居
室
を
有
す
る
建
築

物
の
数
が
お
お
む
ね
十
以
上
で
あ
る
状
況

三

河
道
閉
塞
に
よ
る
湛
水

第
一
号
イ

に
該
当
し
、
か
つ
、
河
道
閉
塞
に

(1)

よ
る
湛
水
が
発
生
し
た
河
川
の
越
流
開
始
地
点
よ
り
上
流
の
部
分
の
流
域
の

う
ち
越
流
開
始
地
点
の
標
高
以
下
の
標
高
の
土
地
の
区
域
に
存
す
る
居
室
を

有
す
る
建
築
物
の
数
が
お
お
む
ね
十
以
上
で
あ
る
状
況

（
緊
急
調
査
を
行
う
た
め
に
特
に
高
度
な
専
門
的
知
識
及
び
技
術
を
要
す
る
自

（
新
設
）

然
現
象
）

第
九
条

法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
自
然
現
象
は
、
土
石
流
及
び

河
道
閉
塞
に
よ
る
湛
水
と
す
る
。

（
費
用
の
補
助
）

（
費
用
の
補
助
）

第
十
条

法
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
る
国
の
都
道
府
県
に
対
す
る
補
助
金
の
額
は

第
八
条

法
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
国
の
都
道
府
県
に
対
す
る
補
助
金
の
額

、
基
礎
調
査
に
要
す
る
費
用
の
額
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

は
、
基
礎
調
査
に
要
す
る
費
用
の
額
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

（
緊
急
時
の
指
示
）

（
緊
急
時
の
指
示
）
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第
十
一
条

法
第
三
十
二
条
の
政
令
で
定
め
る
事
務
は
、
法
第
六
条
第
一
項
及
び

第
九
条

法
第
二
十
八
条
の
政
令
で
定
め
る
事
務
は
、
法
第
六
条
第
一
項
及
び
第

第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
、
第
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
並

三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
、
第
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
並
び

び
に
第
二
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
事
務
と
す
る
。

に
第
二
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
事
務
と
す
る
。
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○

建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
八
号
）
（
附
則
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

現

行

（
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
内
に
お
け
る
居
室
を
有
す
る
建
築
物
の
構
造
方
法

（
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
内
に
お
け
る
居
室
を
有
す
る
建
築
物
の
構
造
方
法

）

）

第
八
十
条
の
三

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進

第
八
十
条
の
三

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進

に
関
す
る
法
律(
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号)

第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る

に
関
す
る
法
律(

平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号)

第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域(

以
下
こ
の
条
及
び
第
八
十
二
条
の
五
第
八
号
に
お

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域(

以
下
こ
の
条
及
び
第
八
十
二
条
の
五
第
八
号
に
お

い
て
「
特
別
警
戒
区
域
」
と
い
う
。)

内
に
お
け
る
居
室
を
有
す
る
建
築
物
の

い
て
「
特
別
警
戒
区
域
」
と
い
う
。)

内
に
お
け
る
居
室
を
有
す
る
建
築
物
の

外
壁
及
び
構
造
耐
力
上
主
要
な
部
分(

当
該
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
に
お
い
て

外
壁
及
び
構
造
耐
力
上
主
要
な
部
分(

当
該
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
に
お
い
て

都
道
府
県
知
事
が
同
法
第
八
条
第
二
項
及
び
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る

都
道
府
県
知
事
が
同
法
第
八
条
第
二
項
及
び
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る

土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令(

平
成
十
三
年
政
令
第
八

土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令(

平
成
十
三
年
政
令
第
八

十
四
号)

第
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
定
め
た
土
石
等
の
高
さ
又
は
土
石
流
の
高

十
四
号)

第
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
定
め
た
土
石
等
の
高
さ
又
は
土
石
流
の
高

さ(

以
下
こ
の
条
及
び
第
八
十
二
条
の
五
第
八
号
に
お
い
て
「
土
石
等
の
高
さ

さ(

以
下
こ
の
条
及
び
第
八
十
二
条
の
五
第
八
号
に
お
い
て
「
土
石
等
の
高
さ

等
」
と
い
う
。)

以
下
の
部
分
で
あ
つ
て
、
当
該
特
別
警
戒
区
域
に
係
る
同
法

等
」
と
い
う
。)

以
下
の
部
分
で
あ
つ
て
、
当
該
特
別
警
戒
区
域
に
係
る
同
法

第
二
条
に
規
定
す
る
土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象(

河
道
閉
塞
に

第
二
条
に
規
定
す
る
土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象(

以
下
こ
の
条

よ
る
湛
水
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
八
十
二
条
の
五
第
八
号
に
お
い
て
単

及
び
第
八
十
二
条
の
五
第
八
号
に
お
い
て
単
に
「
自
然
現
象
」
と
い
う
。)

に

た
ん

に
「
自
然
現
象
」
と
い
う
。)

に
よ
り
衝
撃
が
作
用
す
る
と
想
定
さ
れ
る
部
分

よ
り
衝
撃
が
作
用
す
る
と
想
定
さ
れ
る
部
分
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
八

に
限
る
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
八
十
二
条
の
五
第
八
号
に
お
い
て
「
外
壁
等
」

十
二
条
の
五
第
八
号
に
お
い
て
「
外
壁
等
」
と
い
う
。)

の
構
造
は
、
自
然
現

と
い
う
。)

の
構
造
は
、
自
然
現
象
の
種
類
、
当
該
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
に

象
の
種
類
、
当
該
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
に
お
い
て
都
道
府
県
知
事
が
同
法
第

お
い
て
都
道
府
県
知
事
が
同
法
第
八
条
第
二
項
及
び
同
令
第
四
条
の
規
定
に
基

八
条
第
二
項
及
び
同
令
第
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
定
め
た
最
大
の
力
の
大
き
さ

づ
き
定
め
た
最
大
の
力
の
大
き
さ
又
は
力
の
大
き
さ(

以
下
こ
の
条
及
び
第
八

又
は
力
の
大
き
さ(

以
下
こ
の
条
及
び
第
八
十
二
条
の
五
第
八
号
に
お
い
て
「

十
二
条
の
五
第
八
号
に
お
い
て
「
最
大
の
力
の
大
き
さ
等
」
と
い
う
。)

及
び

最
大
の
力
の
大
き
さ
等
」
と
い
う
。)

及
び
土
石
等
の
高
さ
等(

当
該
外
壁
等
の

土
石
等
の
高
さ
等(

当
該
外
壁
等
の
高
さ
が
土
石
等
の
高
さ
等
未
満
で
あ
る
と

高
さ
が
土
石
等
の
高
さ
等
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
自
然
現
象
の
種
類
、
最
大
の

き
は
、
自
然
現
象
の
種
類
、
最
大
の
力
の
大
き
さ
等
、
土
石
等
の
高
さ
等
及
び

力
の
大
き
さ
等
、
土
石
等
の
高
さ
等
及
び
当
該
外
壁
等
の
高
さ)

に
応
じ
て
、

当
該
外
壁
等
の
高
さ)

に
応
じ
て
、
当
該
自
然
現
象
に
よ
り
想
定
さ
れ
る
衝
撃

当
該
自
然
現
象
に
よ
り
想
定
さ
れ
る
衝
撃
が
作
用
し
た
場
合
に
お
い
て
も
破
壊
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が
作
用
し
た
場
合
に
お
い
て
も
破
壊
を
生
じ
な
い
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣

を
生
じ
な
い
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
た
構
造
方
法
を
用
い
る
も
の

が
定
め
た
構
造
方
法
を
用
い
る
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
土

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
土
石
等
の
高
さ
等
以
上
の
高
さ
の
門
又

石
等
の
高
さ
等
以
上
の
高
さ
の
門
又
は
塀(

当
該
構
造
方
法
を
用
い
る
外
壁
等

は
塀(

当
該
構
造
方
法
を
用
い
る
外
壁
等
と
同
等
以
上
の
耐
力
を
有
す
る
も
の

と
同
等
以
上
の
耐
力
を
有
す
る
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
た
構
造
方

と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
た
構
造
方
法
を
用
い
る
も
の
に
限
る
。)

が
当

法
を
用
い
る
も
の
に
限
る
。)

が
当
該
自
然
現
象
に
よ
り
当
該
外
壁
等
に
作
用

該
自
然
現
象
に
よ
り
当
該
外
壁
等
に
作
用
す
る
と
想
定
さ
れ
る
衝
撃
を
遮
る
よ

す
る
と
想
定
さ
れ
る
衝
撃
を
遮
る
よ
う
に
設
け
ら
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
は

う
に
設
け
ら
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

、
こ
の
限
り
で
な
い
。


